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1　 問題 と 目的

　メタ認 知は，学力や学習と深い 関わ りをもつ

こ とか ら理 科教育学研究にお い て も注 目され

て い る。しか し，メ タ認知 は測定が 困難な概念

で あ り，メ タ認知を促す教授法を試み て も，そ

の 効果 を測定する こ とは
一

筋縄で は 行か な い
。

　そ こ で ，本研究は国内外 の 理科教育学研究に

お けるメ タ認知に関する文献を収集 し， 用い ら

れ て い る測定方法に っ い て整理 ・考察 を行い ，

今後の 研究手 法 に っ い て 示唆を得 る こ とを 目

的 とした。

2　分析対象とする文献の 収集

　2014 年 6 月にオ ン ライ ン データベ ー
ス を用

い て ，国内 外 の 代 表 的 な理 科 教育誌 6 誌

（Intemational　 Jo  al　 of 　 Science　 Education；

Joumal　ofResearch 　j皿 Science　Teaching；R．esearch

in　Science　Education；Science　Education；理 科教

育学研 究；科学教育研究）に掲載 され た論文 の

うち，タイ トル （サブ タイ トル 含む）に 「メ タ

認知 」，「metacognition 」，「metacognitive 」 とい

うワー ドが含 まれて い る文献 を検索 した結果，

41 件 の 文献 が ヒ ッ トした 。 次に ， そ の 中か ら

メタ認 知の測定 を試みて い る文献 29 件を抽出

し，分析 の対象と した。

3　結果と考察

　測定方法 に っ い て 整理 した 結果，質問紙，イ

ン タ ビュ
ー

，行動観察 ， 発話分析， 学習記録 （ノ
ー

ト等の 記述分析）の 5 種類で あ っ た （表 D 。

そ の 中で質 問紙 が 最も多 く全体の 半数 を占め

て い た が
， 妥当性 の 検討 とい う点に お い て 課題

が多い よ うで ある。

　メ タ認知 の 測定方法は ， オ フ ライ ン メ ソ ッ ド

とオ ン ライ ン メ ソ ッ ドの 2 つ に大別 され る

（Veenman 　et　al，，2006 ）。オ フ ライ ン メ ソ ッ ドと

は課題遂行 の 事前 また は 事後段 階にお い て 日

常の 学習場面 ， あ るい は特定 の 課題遂行場面 を

想起 させ て 質問紙 な どに回答 させ る方法で あ

り，オ ン ラ イ ン メ ソ ッ ドとは課題 遂行中の 発話

や行動な どを記録 して分析する方法で あ る 。

　 しか し近年，複数の 測定方法を組み合わせ た

マ ル チ メ ソ ッ ドデザイ ン に よ る研 究 の 進展 に

伴 い ，オ フ ライ ン とオ ン ライ ン に よ る測定 の 相

関は非常に低 く，オフ ライン に よる測定は多く

の 問題点 を含 ん で い る こ とが指摘 され て い る

（e．g．，　 Dinsmore　 et　 al．
，
2008 ）。 そ の た め ，

驚 e  （2011）はオ ン ライ ン メ ソ ッ ドや マ ル

チメ ソ ッ ドに よ る測定を推奨して い るが ， 本研

究で 整理 した 結果 ，オ ン ライ ン に よる測定は

29％ と低 か っ た。また ，
マ ル チメ ソ ッ ドに よ る

研究は 7件 （24％）と少な く，さらなる工 夫や

改善が求め られ る結果 とな っ た 。

　 　 　 　 表 1 測 定方法 別 の 件数 と割合

　 　 　 　 　 オフ ライン

測定方法　 　 　 　 　 　 　 イン タ
　 　 　 　 質 問紙
　 　 　 　 　 　 　 ビ ュ

ー

　 オ ン ライン

行動　 発話　学習

観察　 分 析　 記録

件数〔件）　　　21　　　　 9

割合（％）　　50 　　 21

2」

7

4　 　 　 510

　　 12

注）複数の 方法を用い て い る場合は 重複して カウン トした

4 　 今後の展望

　メ タ認知 は科学的思考や科学的推論 の 向上

と密接に 関わ っ て い る。し た が っ て ，理 科の 学

習 に必要ま た は有効な メ タ認知 に つ い て学習

理 論や認 知過 程 に 関する先行研 究に基づ き仮

説的構成概念を立 て ，オ ン ライン に よる測定で

捉 えた 指標 と の 対応 関係を検討す る こ とが効

果的で あ ると考 え られ る。こ れ に よ り，理 科の

学習場面にお けるメ タ認知 を よ り正 確 に捉 え

る こ とが可能に なるの では ない だろ うか。
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